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今回の会議において、その運営上特にしるしておきたいことがある。第2日のbusinesssession 
において次回(第 8回)会議が日本で開催されることが正式に承認され、東大田村三郎教授が
日本側を代表して日本開催についての抱負と決意を表明された。また、第 9回は英国あるいは
チェコスロパキアが候補国として考慮されることになった。ついで、議長からの動議で、この
会議は各国廻り持ちで、特にこれを主催する国際的な母体機関を持たなかったため、主催国は
運営上あるいは経済的にいろいろな不便を経験してきた。この動議が多数の支持によって承認
されたことは、日本開催に先立ちわれわれにとって時宜を得た成果であった。母体機関は
International Plant Grwoth Substances Associationと名付けられ、役員が指名された
(President: K. V. Thimann， Secretary: D. J. Car・r，Advisory Committee: L. G. Palege， Y. 
Masuda， R.L. Wain， A. W. Galston， M. H. Zenk)。
今回の会議が開催された Canber・rra市はオーストラリアの首都である人工都市で、広々とし
て人口、交通も少なく、参加者のほとんどは会場近くのBruceHall (オーストラリア国立大学
学生寮)で宿泊、食事をしたため、時間とエネルギーを会議に集中することができた。次回会
議において、今回と同じように、あるいはそれ以上に参加者たちが会議を有意義に過ごすには、
主催者側であるわれわれがどのように準備すればよいか、今後2年半の重大な課題である。 (1蛋
白質、核酸、酵素」共立出版， 16: 242-243、1971)
「第1回国際植物生理学連合 (IAPP)会議に出席して」
1959年に各国の植物生理学会の連合体として正式に発足したIAPPの第 1回会議は、昨1974
年9月24-28日の問、西ドイツ、ババリアの古都Wurzburgにおいて聞かれた。第 1回会議
を開く計画は早くから立てられており、開催候補地として東ドイツ、オーストリー、西ドイツ、
そしてアメリカと転々とあげられたが、いずれも不首尾に終った。そこで、 IAPP執行部はこ
の2年来、遅くとも 1974年には第 1回会議を開こうと決意し、結局、 Wurzburg大学植物学
教室の W.Simonis教授の協力を得て、今回の第 1回会議が聞かれるに至った。筆者は、日本
植物生理学会代表のcoucilmemberとして第1回会議に出席し、ワークショップの1っと council
meetingに参加した。
IAPPの第 1回会議は、 1882年に創立されたドイツ植物学会の年次大会と併立して開催され
たので、会場にあてられた Wurzburg大学の Landwehr新学舎は大変賑わった。 IAPP会議
の参加者数は 20ヶ国 165名(主なところでは、西ドイツ 67名、アメリカ 17名、フランス 15
名、イギリス 9名、オランダ 7名)であったが、ドイツ植物学会大会の参加者数は約 600名で
あった。このため、 IAPP会議の公用語は英語であったにもかかわらず、会場ロビーなどで耳
に入ったのは主としてドイツ語で、 IAPPがドイツ植物学会に間借りしているような印象がな
きにしもあらずであった。しかし、地元の Simonis教授ら組織委員や IAPP執行部(会長:ス
エーデンのH.Burst凶m，副会長:オランダのA.Quispel，事務局長:スイスのP.E. Pilet)の
努力によって、会議はよく準備されていた。また、ほとんど連日のように各種のエンターテイ
ンメントやエクスカーションが用意されており、参会者一同、一週間の会期を楽しんだD
9月23日午後から、美しいバロック風の王宮"Residenz"で登録、午後 7時から非公式のタ
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食会があって、参会者の大部分が顔を合わせた。翌 24日朝、 Pilet事務局長、 Bur叫rom会長
および Simonis組織委員長による開会の挨拶があり、続いて ZurichのK.Muhlethalerによ
る“チラコイド膜の構造"と、 Jerusalemの M.Evenariによる“乾燥地における植物の生産
力"の 2つの開会特別講演が行われた。これらは第 1回会議の 2つの主なテーマである“植物
の構造と機能"と“植物の生産力と水分代謝"を象徴するものであった。最新の電子顕微鏡を
駆使して葉緑体膜の微細構造を明かにし、 photosystem1と I の局在を、構造的に推定した
Muhlethalerの写真はきわめて印象的であった。
同日午後から、一般のセッションがはじまった。 IAPP第 1回会議の 2つの主なテーマは次
のようなワークショップに分けられた。
I. Physiology and Structure of Plants 
1. Membrane and wall relations (organizer: P. E. Pilet) 
2. Structure and function of chloroplasts (organizer: W. Simonis) 
3. Plants and gravity (organizer: A. Sievers) 
4. Structure and physiology oftransport (organizer: W. Simonis) 
I. Plant Productivity and Water Relations (organizer: O. L. Lange) 
わが国からは筆者のほか、西ドイツへ留学する東大海洋研究所の大森正之博士が 1-2のワー
クショップで最終日に論文 (paper)を服部明彦教授と連名で提出し、立派な講演を行ったD ま
た、東大教養学部の村上悟博士も西ドイツ留学に先立って参会した。それぞれのワークショッ
プでは、総説的な“repo此" (40分)と一般講演の“paper"20ー 25分)がそれぞれ 3-4題と
10-12題、あるいはワークショップによっては paperだけが提出された。筆者は 1-1のワー
クショップに関与したので、本稿ではこれについて紹介するとともに、時間の許す限り聴講し
た1-3のワークショップについても触れたい。
第一部と第二部は、 24日午後から始められた(座長:P. E. Pilet)。
第一部は Purdue大学の D.J. Mo町会の report"Origin and specificity of the plant cel 
surface"から始められた。 Mor吟は原形質膜の分離と、そのconformationalな変化がオーキシ
ンによってひきおこされることを、電子顕微鏡写真によって示した。この技術によって、膜の
変化が固定操作にもかかわらず定量的に本当に認められるのか、オーキシンの作用が特異的な
ものであるのか、などについて議論された。このあと 4題の paperが提出され、いずれも高等
植物の膜に関する知見が発表された。
第二部は細胞壁の力学的性質と生長に関するもので、筆者の repo此， "Cell wall extensibility 
and auxin control"では、細胞壁の力学的性質の粘弾性モデルへのシミュレーションと、得られ
るパラメーターが細胞伸長の能力とどのように対応するか、そしてどのような壁の生化学的変
化と対応するかが論じられた。これに対して技術的な問題のほか、とくに力学的パラメーター
と構成多糖類の結合の変化の対応、そのオーキシンによる修飾などの問題が論議された。この
あと、オーキシンによる細胞壁のヤング率変化が急速にみられることを報告する paperと、オ
93 
ーキシンと水素イオンはルーピン下杯軸の生長や細胞壁に対して異なった働きを示す、という
paperが、それぞれスエーデンとニュージーランドの研究者によって発表された。後者は、近
年ふたたび脚光を浴びているオーキシン作用のセカンドメッセンジャーとしての水素イオン説
に反対する論文で、興味ある議論はこのワークショップの後半にもちこされた。
こうして第一、第二部が終った。同日夕刻、前述の Residenz “皇帝の間"でバイエルン州
知事招待のレセプションが行われ、さらにその後、各国代表の数名が Simonis教授宅の夕食会
に招かれた。ワークショップの続きは 27日に聞かれたが、その間 25日午後には植物学教室(第
二次大戦末期に破壊され、その後建てられたので、 JuliusSachs時代とはまったく趣を異にし
ているという)と植物園の見学、そしてその夜はResidenzの巨大な地下のWeinkellerでWlne
tastingの会が聞かれた。このフランケン地方特産の Frankenweinとよばれる白ブドウ酒は、
ポルトガルのブドウ酒瓶に似た平たくて形の丸い瓶に入っている。この地方の各地、異なった
年に収穫されたブドウから作られたブドウ酒 11種類を味わうというこの会の終り頃、直径 10
メートル近くもある樽の並んだケラーのろうそくの光だけの雰囲気にもとけこんで、参会者た
ちはいいご機嫌であった。
26日は、終日 1-3のワークショップが持たれた。午前中はGlasgowのM.B. Wilkinsが、
従来の屈地性に関する研究の諸問題を指摘し、続いてデンマークの P.Larsenが模型を用いて
感受澱粉粒による根の重力感受機構を展望した。さらに、 LausanneのP.E. Piletは、根の屈
地性が根冠に多量存在する阻害ホルモン(アプサイシン酸を含む)によって調節されている実
験的証拠を示した。このほか 2編の paperを含め、根におけるオーキシンの移動は完全に求頂
的であって、屈地性屈曲の制御は阻害ホルモンによっておこなわれている、というのがこのワ
ークショップにおける一般的結論であった。午後は、 Bonnの A.Sieversらの論文が並び、根
における感受澱粉粒の接触刺激が小胞体 (ER) を通じて感受されるという仮設が提出され、多
くの電子顕微鏡写真によってこの仮設を裏付けようとしていた。
この日の夜は、マイン川対岸の山の上にある古城、 Marienbergの広間で、フィーデル、ヴ
ィオラダガンバ、ロッタなどの古い楽器を用いて演奏する illsamer-Collegiumによる音楽会が
聞かれた。 12世紀にはじまる古い音楽の演奏はこの古城の夜とよく調和して、楽しい夕べであ
ったD
翌27日には、 1-1のワークショップの続き第三部と第四部が行われた(座長:筆者)。まず、
第三部では、 LausanneのPiletらのreport"Wall and plasmalemma: cell growth"であった。
オーキシンによる細胞伸長の制御機構を膜-細胞壁にもとめるなら、その微細構造をはっきり
知らなくてはならない、という立場から、いろいろな条件下での原形質膜、細胞壁の電子顕微
鏡写真を示した。
この日のハイライトは、続く第四部におけるアメリカの Clelandの repo此"Hydrogenions as 
a 'second messenger' in auxin-induced cel elongation"であったD すなわち、水素イオンをオ
ーキシンによってひきおこされる伸長生長における“セカンドメッセンジャー"とする仮設で
あって、かつて Hagerらによって提出されたものをさらに強く支持する reportであった。こ
のrepo此に対しては、かなり手きびしい批判や質問が集中し、予定時間を超過するほどであった。
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このあとイギリスの Hallらの paperは、一次細胞壁の構造として Sycamore (セイヨウカ
エデ)を用いて提出された Keegstraらの細胞壁モデル (1973)が、必ずしも多くの植物にあ
てはまらないことを報告した。たとえば、 トウモロコシ幼葉鞘細胞壁はザイログルカンをほと
んど含有せず、またこれを含有するエンドウにおいてもその代謝回転はオーキシンによって変
化しない(最近のP.M. Rayらの論文とは一致しない)。
このワークショップの最後の paperは Gottingenの D.Robinsonによって提出された。彼
はアメリカの P.M. Rayの研究室にいた人で、生長に伴う細胞壁の合成を、標識したグルコー
スを用いて追跡した。グルコースはまずゴルジ装置にとりこまれ、直ちに他の糖にも変化して
からゴルジ小胞に移り、その後細胞壁にとりこまれる。新しく合成された細胞壁分画を酵素処
理によってしらべると、すべてヘミセルロースのいろいろな成分であったという。
こうして、 1-1のワークショップは活発な論議のうちに終った。細胞生長の機構が今や原形
質膜と細胞壁との関係に求められており、それも水素イオンの仲介や、ある種の酵素の働きに
よって膜-壁系が生長に直接的に関与している、と一般に理解されるようになった感がした。
最終日の 28日は午前中でワークショップを終り、午後はマイン川沿いの、ロココ風庭園で有
名な Veitshochheim，リーメンシュナイダー(Riemenschneider)作の祭壇彫刻で知られる
Maidbronnの教会、中世のままの町 Volkachなどを廻るパスツアーが行われた。また、翌 29
日には終日のエクスカーションで“ロマンティック街道"沿いの小旅行があり、 Stuppach，
Weikershei， Creglingenを経て中世以来の町並みを誇る Rothenburgまで下った。
IAPPの運営を司る councilmeetingは会議前日の 23日夕刻に始まり、合計3回、それに会
則改正のための小委員会が1回聞かれた。従来、 IAPPcouncil meetingは第 1回目がMontreal
の国際植物学会議のとき、つまり IAPP設立の際に聞かれ、以来 5年ごとの国際植物学会議の
たび(第 2回 Edinburgh，第 3回 Seattle)に開かれてきた。したがって今回は第 4回目に当た
るわけである。次回、すなわち第 5回の councilmeetingは、今年 (1975年)Leningradに
おける国際植物学会議の機会に聞かれる予定である。今回のcouncilmeetingにおいて、論議の
結果決められたことの主なものは次のとおりである。
1)会費:IAPPは個人会員から成るのではなく、各国の植物生理学会 20プラス IPGSAす
なわち国際植物生長物質学会と、地中海沿岸諸国植物生理学会の合計 22学会から成り立ってお
り、 councilmeetingは各学会から派遣された代表で構成されている。従来 1学会の会費は年 10
ドルであったが、各学会の会員数規模によって不公平があるので、次のように会費制度が改め
られた。すなわち、会員数100名以内の学会は年額15ドル、以下 100名増す毎に 10ドル増し、
つまり 200名未満の学会は 25ドルになる。こうして、会員数によって会費の額が漸増する制度
が採用されることになった。しかし、たとえばアメリカの植物生理学会は会員数約3，000名で、
この制度をそのまま適用すると会費が 300ドルにもなる(日本植物生理学会も、圏内会員分だ
けとしても 120-130ドルになる)。そこで、米国代表(R.Cleland)がクレームをつけ、結局
会費の上限の額が 45ドルに抑えられた。ヨーロッパ各国はこの決定にかなり不満の様子であっ
たが、私達日本植物生理学会は、アメリカに便乗した形で45ドルで済むことになった。
2) Executive Committee (執行部)の選出:後述の会則改正によって任期 4年と決まった
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が、現メンバー (H.Burst凶m会長， A. Quispel副会長， P. E. Pilet事務局長および芦田譲治博
士とカナダの P.R. Gor・ham)は、第5回 councilmeetingの開かれる 1975年まで留任。
3) Leningrad国際植物学会議においては、 IAPP主催のシンポジウムは行わない。
4) Tentative Recommendation ofTerminology， Symbols and Units ih Plant Physiology に
ついて:すでに日本植物生理学会でも最近の年会のさいに受付で会員に頒布してきた、この小
冊子については councilmeetingで充分論議されず、会長が 10名の北欧および英国の植物生理
学者と相談して作成したといわれるもので、アメリカ代表委員から強い批判が述べられた。し
かし、用語を統一することは望ましいという全体意見であったため、この小冊子の部分的修正
を行うことになった。修正は executivecommitteeの任命する編集委員によって行われる予定
である。
5) ヨーロッパ植物生理学会の設立:ドイツおよびデンマークの委員から提案された。これは
一種の学会連合のようなもので、設立そのものには異議はなかったが、雑誌の統合もしたいと
いう案には、ヨーロッパ代表委員の聞から実現不能の声が出た。今後に残された問題である。
6) IAPP会議の今後:IAPPは独自の会議を開くよりは、他の学会の開く国際会議を共催し、
それを助ける(たとえば IUBSから資金を得やすくするなど)ことを第一の目的とする。しか
し、 IAPP自身が会議の開催を発議することもありうる。
7)会則の改正:全体として単純化し、規定を明確にした(会則改正小委員:会長、副会長の
ほか、南ア連邦の O.A. M. Lewis，アメリカのR.Clelandおよび筆者)。たとえば、 IAPPの
目的は“植物生理学を国際的な水準で推進する。"そのほか、 councilmemberや executive
committee memberの任命や任期、会計監査制度の確立などが規定されたD
会議の聞かれた Wur幼 urg 市はマイン川沿いにある 8世紀のころローマ大司教のおかれた
古都で、中世時代フランコニアン文化の中心地であった。第二次大戦中空曝に曝されたが、中
世紀以来の多くの建物はほとんど完全に復元されたそうで、破壊されなかった近くの Bamberg
市とあまり違わないほどの美しい町であった。筆者のように空気の汚染した工業都市で暮らし
ている人間にとって、このような歴史がいまでも息づいているヨーロッパの古都で 1週間の会
期を過ごせたことは、忙しい中にも一種のいこいであった。(化学と生物 13: 265-268、1975)
「中国を訪ねてj
中国科学院の招待により、筆者は第 2回京都日中学術訪中団(奥田東会長)の一行 7名の一
人として去る 9月18日から約2週間中国を訪問した。筆者は北京市にある植物研究所を 2回訪
れ、学術交流と講演を行った。このほか、北京では清華大学、北京以外では主として東北地区
を訪問し、大慶油田、滞陽近郊の人民公社、藩陽市の医学院(旧満州医大)、教育学院と付属中
学校(旧教育専門学校と千代田小学校)、撫順炭坑、あるいは藩陽市の林、土壌研究所(遼寧省
科学院)を訪れ学術交流を行った。
中国科学院植物研究所の湯凧松所長は古い Harvardの卒業生で英語がうまい。息子さんたち
は現在でも在米とのことで、 76歳という高齢の割には若く見え元気であった。研究所は 7つの
Sectionに分かれている。 L 系統学、 2.生態学、 3.古植物学、 4.細胞形態学、 5.生化学、
